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　　　　　　　　　問題 と目的

　現代社会にお い て、ス ケジ ュ
ー

ル 管理や時間管理 は

日常生活を送る上 で 不可欠なス キル で ある。 藤巻 ・小
林 ・島宗 （2014）は 、 中学生や高校生 を対象に時間管
理 ス キル の 指導 を行 い 、1つ の タス クにかか る時間の

予測 （以下、見積もり時間）の 正確さが 、 計画 した予

定の 達成率に影響する可能性を示 唆した 。 しか し彼 ら

の研究で は 、見積もり時間 の 正確性 を改善するため の

介入方法に つ い ては明 らかに され て い なか っ た 。

　本研究では、大学院生を対象に藤巻 ら（2014）で用い

られた時間管理 の 手続きを実施 した。そ し て 、見積 も

り時間と実行時間の 差を、R 言語を用い て 複数の方法
で 視覚化する こ とによ り、見積もり時間の 正確性に寄
与す る変数を吟味した。
　　　　　　　　　 方 法

参加者
　参加者は心理 学を専攻する大学院生1名 だっ た。

手続き
　参加者は毎日決め られた時間に 、 そ の 日に行 うタ ス

ク の 内容 とそ の 見積もり時間をス ケジ ュ
ー

ル 表 に記

入 した。 予 定を実行 した際に は、実行時間を記録した、
各タ ス ク は 、表1の定義に従 っ て 4種類に 分類 し た。な

お、25 日目以降は見積 もり時問を30分に 固定した。

表1．タ ス ク の分類と定義
タ ス クの 種類

検索型

作 成型

修 正 型

解析 型

　 　 　 　 　 　 　 定 義

タ ス クに 「調 べ る」　 「読 む」 お よ び そ れ に準ずる 言葉が 含
まれて い る

タ ス クに 「作 成亅　 「原 型 」　 「考え る」 お よび それ に 準ずる

言葉が含 まれ て い る

タス ク に 「赤入れ 」　 「修正 」 お よび そ れ に準ずる 言 葉が含
まれ て い る

タ ス ク に 「編 集 」　 「打 ち 込 み 」　 「プ ロ ッ ト亅　 「グラ フ 作

成」 お よびそれ に準ず る言葉 が含 まれ て い る

従属変数
　従属変数は見積もり時間の 正確性であ っ た。 正確性

は、正確性指数 （見積もり時間÷ 実行時間）と見積も

り時間と実行時間の 差分 （見積 り時間
一
実行時間）の
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2種類で 定義した。 見積 り時間と実行時間の差分が ± 1
0分以内だ っ た場合を正確， 10分以上だっ た場合を過

小見積り，10分以下だっ た揚合を過大見積 りと定義 し

た。見積もり時間の データはR言語に読み込み、

ggploaパ ッ ケ
ージを用い て グラ フ化した。

　　　　　　　　　結果と考察

　図A には正 確性指数の推移を示 し た。 日数の 経過 と

共に分散が小 さくな り、特に50 日目以降は1．O± OA 以

内に収まっ て い た。 図B には、見積もり時間の長 さと

正確性の 関係性を示 した。見積り時間が30分の タス ク

は、その 半数以上にお い て見積もり時間と実行時間の

誤差が見積 もり時間 ± 10分以内に収ま っ た 。 正確な見

積もりは、見積 もり時間が30分より長 くなるにつ れて

少なくな り、過大見積りが増えて い く傾向が見 られた。
これ らの 結果か ら、 過大見積もりを減少 させ るために

は 、見積も り時間を30分以下にする方法が有効である

こ とが示 された。
　次 に、過小見積 もりに影響する要因を検証するた め

に 、 タス ク の種類や新規性と、見積もり時間との 関係

性 を示 した （図C ）。分類の 定義上、検索型は新出の

タス クが多か っ たが、そ の 他に関しては既出 、 新出の

タ ス クが満遍なく含まれて い た。解析型で は新出タス

ク の 場合に過小 見積もりになる傾向が見 られたが 、そ
の 多くが30分以 内に収まっ て い た。大幅な過小見積も

りの 多くは、作成型 の 新出タス クにお い て 見 られた。

　R言語を用い て 、
n 一データを様 々 な角度か ら分析

することで 、見積 もり時間の 正確駐に影響を及ぼす要

因の 候補が明確になっ た。
こ うした分析が応用行動分

析にお い て介入 計画を考える上で有効であるか どう

か を検証するためには 、 今回 の 分析結果をもとに計画

した介入 を実施 し、実際に見積もり時間の 正確 性が改

善す るか どうかを検証する必要が ある。
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図 A 見積もり時間の 正確性の 推移。縦の破線よ り右 の 期間はタス クの 見積もり時間を 30分に 固定した。

図 B．見積もり時間の 長 さとその 正 確 陸の 関係、図 C．タ ス ク の 分類や新規陛と見積 もり時間の 正確性の 関係。
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